2022年度　きらら保育園　事業報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年4月28日
１．きらら保育園の運営について             　　　　　　　
〇年度当初の入所児童数は99名でスタートした。0歳児は5月1名入所、幼児クラスに
  4歳児１名が6月入所で、10１名の園児数になった。
〇障がい児保育については１歳児、2歳児、4歳児、5歳児と各1名づつ個別カリキュラム
　に沿って担当保育士が主任やチーフと相談しながら対応している。
〇横浜市の新型コロナウイルス感染症拡大防止対策補助金250万円を貰い、トイレや手洗
　い場を含む水回り箇所の改善工事をした。
〇大型遊具の全面リニューアル工事を8月に実施し予算通り1000万円弱で完了した。

２，人材育成について
〇モンテッソーリ教育…年1度のモンテッソーリ全国大会がズーム開催だったので、　　
　　　　　　　　　　　大会日を園の研修日に合わせて職員一同2日間研修した。
　　　　　　　　　　　それぞれ担当年齢別に合わせた講義を聞く事ができ、また共
　　　　　　　　　　　有する事もできたので有意義であった。
〇園外研修…各職員がスキルアップを目指し自主的に選択し、キャリアアップも
　　　　　　兼ねて研鑽を積んだ。研修報告を園内研修にて他の職員と共有した。
〇実習生受け入れ…今年は積極的に受け入れを開始した。
　　　　　　　　　モンテッソーリコース実習生4名、聖ヶ丘専門学校生1名、鶴見
　　　　　　　　　短大生2名、横浜リゾート＆スポーツ専門学校2名、東洋英和女
　　　　　　　　　　　学院大学1名以上
　　　　　★新人職員獲得の足掛かりとなった。
　　　　　★実習生担当保育士も保育を見直す良い機会になり、丁寧に関わり自身のスキ
　　　　　　ルアップに繋がった。　　
　
３，202２年度　重点目標
　　〇新型コロナウイルス感染症対応の変遷に伴い、園の対応もその都度変更を余儀なくされた。
　厳しい保育状況ではあったが、休園することなく乗り切ることができた。職員皆がワンチ
　ームとなり、互いにサポートしながら苦しい時期を乗り越え、子ども達に迷惑かけず過ご
　すことができた。

〇保護者との信頼関係を大切にしつつも、園のルールや保育を利用する際の注意事項を周知
　する機会を持ち、利用者全員が気持ちよく公平に保育園生活を送れるように情報共有シス
　テムを構築した。コロナ禍での連絡・報告もスムーズに行うことができた。

　　〇職員一人一人は、クラスの枠にとらわれず、園全体の子どもに対して責任が持てるように
　　　力量を高めていった。感染症拡大で他のクラスのサポートもしなければならない場合に役
　　　立った。職員が会議や研修でスキルアップしていくことは勿論、日々の保育以外（土曜保
　　　育や特別保育等）でも、自身の担任以外の保育をする機会を得て、園を全体的に包括する
　　　視点を養えたことは大きな収穫となった。

4. 主な行事や季節の保育について
	４月
	入園進級式
	10月
	幼児運動会2～5歳、乳児運動会0～1歳

	5月
	親子で遊ぼう（雨天のため園内にて）
	11月
	ミカン狩り、懇談会、さつま芋堀り

	6月
	時の記念日集会
	12月
	クリスマス会、クリスマスを祝う会

	7月
	七夕集会
	 1月
	鏡開き集会

	8月
	水遊び、敬老の日のお便り作成
	 2月
	節分集会、体操発表会

	9月
	引き取り訓練、年長児お楽しみ会
きらら祭り（親子で参加）
	[bookmark: _GoBack] 3月
	ひな祭り集会、卒園式、卒園茶会、お別れ遠足、お別れパーティー



５，保育について
  〇子ども一人一人の発達に応じた保育環境設定を追求し、モンテッソーリ教育を柱とし
　　た子どもの主体性を重視した保育を目指した。
　　乳児クラスでは、日常生活を基本に子どもが楽しみながら、自分の力を伸ばせるよう
　　に援助し、子どもの発達を大切にした。ビデオ動画や体験写真を媒体にして保育園で
　　の生活内容を保護者に伝えた。
　　11月には懇談会を設け、園での様子やこれからの成長に合わせて家庭と連携を取っ
　　ていかれるよう話し合い、保護者同士の交流にもつなげた。

　　幼児クラスでは、目標に向かって頑張る力、他者とうまく関わる力、感情をコントロ
　　ールする力を養えるよう保育内容や援助方法を個々に配慮した。行事等で発表する意
　　義を自覚して自主的に参加し、一つの目標にクラス皆んなで取り組み達成感が持てる
　　ように工夫した。
11月には年齢別に懇談会を開催し、4月からの子どもの成長についてビデオ動画を媒
体にして保護者に伝え共有した。その他不安な事、心配な事についてはきめ細かい配
慮をしながら、家庭と連携体制を取っていった。

  〇食育について････････
　　　裏山のきららファームを順調に稼働することができた。ジャガイモ、キュウリ、ピ
　　　ーマン、トウモロコシ、枝豆、さやえんどう、トマト、ナス、サツマイモ、大根、
　　　玉葱、かぼちゃ等と夏野菜だけでなく四季折々の野菜と触れ合い、喫食することが
　　　できた。

　　　幼児クラスは野菜栽培に子どもが積極的に携わることにより、食への興味や関心が
　　　増し、残食軽減効果に結びつけることができた。
　　　乳児クラスは園庭のプランターで、パセリ、ブロッコリー、はつか大根、人参、キ
　　　ャベツ、サニーレタス等の栽培にチャレンジした。水やりや虫探し、育つ過程を観
　　　察しながら成長を見守ることができた。収穫した野菜を給食室で調理してもらい味
　　　わうことができた。野菜嫌いの子どもも美味しいと完食していた姿に食育の大切さ
　　　を再確認した。乳児でも十分理解できる手応えを感じた。




６.一時保育事業
　　一時保育室（ほし組）は非定型（週３回以内の就労）、緊急（冠婚葬祭、家族の病気、介護等）、リフレッシュ（母親、父親）の利用形態で預かり保育をしています。３密を避けるため定員半数の5～6名で保育した。コロナ禍にもかかわらず、一時保育利用の家庭が前年度より増加した。
　　　　【一時保育室利用実績】
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	非定型
	１９
	２８
	２４
	２４
	２３
	３８
	４４
	４９
	４２
	４４
	４９
	６７
	４５１

	緊急
	１０
	１２
	１４
	１４
	5
	５
	２１
	２０
	２４
	１０
	１１
	３１
	１７７

	ﾘﾌﾚｯｼｭ
	３５
	１９
	３６
	２４
	３１
	３７
	４１
	５５
	５４
	５３
	４６
	７６
	５０７

	合計
	６４
	５９
	７４
	６２
	５９
	８０
	１０６

	１２４

	１２０
	107
	106
	174
	１１３５



7，病後児保育事業
病後児保育室（ひかり）も４月から通常通り受け入れし、こちらも定員半数の２名までの受
け入れとした。コロナ禍でも利用者がおり、受け入れ時聞き取り調査を慎重に行った。
　　　　　【病後児保育室利用実績】
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	利用者数
	10
	17
	29
	2
	18
	19
	33
	18
	24
	17
	18
	25
	230



8.　地域子育て支援
保育園は利用者のためだけにあるものではなく、「地域の資源」としての役割があ
ることを自覚して、コロナ禍でもできる事を考え、積極的に地域子育て支援に貢献
した。
　　〇園庭開放･････
　　　　開放時間帯を園児と重ならないように13～14時の月・水・金曜日に変更した。

    〇育児講座･････
　　　　年4回動画配信で行う。　5月「食育」、7月「熱中症対策」　　　
　　　　　　　　　　　　　　　10月「離乳食」、11月「イヤイヤ期に対する援助」
　　〇育児相談･････
　　　　園庭開放には主任保育士も参加し、そこで育児についての悩みを解消してい
　　　　く場を設けた。コロナ禍の悩み相談もあった。

　　〇交流保育･･････
　　　　在園児との交流や行事への参加は中止した。

　　〇子育てひろば
【おとのゆうえんち】リズムに合わせたリトミック活動、手遊び、ペープサート
【きらら園庭探検隊】園庭でスタンプラリーをし、園の事をお話ししてる。
【公園で遊ぼう】近隣の公園に親子で遊びに来てもらい、手遊び・紙芝居・
　　　　　　　　リズム遊び・季節の制作等を盛り込んで活動をした。

